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Ｃ

　　　　　　　　　　　　　　　※評価基準

　　　　　　　　　　　　　　　Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった

　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ：研究目的は概ね達成され、研究成果があった

　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ：一定の研究成果があった

　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ：研究成果があったとは言い難い

＜事後評価コメント＞

　本研究は、山腹斜面の土中水分の連続観測や崩壊前後の地形変化の測量など、現場
における雪崩現象・土砂移動現象の詳細なモニタリングを行い、地盤の保水・透水特
性に着目した土砂流出特性を示しており、土中水分を指標とした斜面安定度の評価に
資することが期待できる。
　しかしながら、対象とする現象の物理メカニズムを考慮したモデル構築やパラメー
タの設定が必要であるとともに、モデルの根拠となるデータの計測が必須である。ま
た、雪崩と表層崩壊を分離して研究を進める必要がある。
　今後は、上記課題を解決する検討を進めて頂きたい。
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事後評価結果

＜研究概要＞

　砂防施設の管理や危機管理を適切に実施するためには、土砂の流出形態の把握が必
要であるため、富士川水系池の沢をフィールドとして、山腹斜面の土中水分の連続観
測及び崩壊前後の地形変化の測量などの現地観測に基づき、斜面安定解析を用いて土
中水分変化に伴う斜面安定性の評価手法の開発を目的とする。


